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1.はじめに

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、及

び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本書に記載された製品へ記

録されたデータについて、その消失・誤記録における責任を負いかねます。

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。)

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニュー

テックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけません。

株式会社ニューテック

〒105-0013

東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX 浜松町ビル

http://www.newtech.co.jp/

Copyright© 2017, Newtech Co.,Ltd. All rights reserved.

本書利用者の前提条件

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するための、コ

ンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な運用や発生す

る問題を解決できる人を前提としています。
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この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性

が想定される場合及び物的損害の発生が想定される内容を示しています。

この記号は、強制（必ずすること）の行為であることを示します。具体的

な強制内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。

この記号は、注意（警告を含む）をうながす内容があることを示します。

具体的な注意喚起内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。

この記号は、禁止（してはいけないこと）の行為であることを示します。

具体的な禁止内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う危険が切迫して生じる場合が想定される内容を示しています。

本製品は水を使う場所や湿気の多い所で使用しないで下さい。

火災や感電、故障の原因となります。

本製品やコンピュータ本体から煙が出たり異臭がした場合は、直ちに電源

を切り、電源コードをコンセントから抜いて下さい。

すぐに販売店または弊社サポート窓口までご連絡下さい。

そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となります。

本製品の内部に水などの液体や異物を入れないで下さい。

万一入った時は、すぐに電源コードを抜いて販売店または弊社サポート窓

口までご連絡下さい。

本製品の分解、改造、修理をお客様ご自身で行わないで下さい。

本製品や火災や感電、故障の原因となります。

安全にお使いいただくために

本製品を安全にお使いいただき、ケガや機器の障害を未然に防止するために、以下の注意事項を

良くお読み下さい。

表示の意味

警告
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注意

本製品に添付又はオプションのケーブル、コネクタ以外はご使用にならな

いで下さい。

火災や感電、故障の原因となります。

ぬれた手で電源プラグを触らないで下さい。

火災や感電、故障の原因となります。

電源プラグの端子にほこりや金属物が付着したままご使用にならないで下

さい。

火災や感電、故障の原因となります。

万一付着している場合は、良く拭き取ってからご使用下さい。

電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用下さ

い。

火災や感電、故障の原因となります。
※本製品ではアース付きの３端子タイプの電源プラグを使用していますが、一時的にアース線付き

の３端子－２端子変換アダプタを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用下さい。

本製品の上に乗ったり、物を乗せたりしないで下さい。

機器が故障や、倒れてケガの原因になります。

リチウム電池の取り扱いについては、次のことを必ず守って下さい。

本装置の内蔵バッテリには、リチウム電池が使われています。取り扱い

を誤ると、発熱、破裂、発火などの危険があります。

・ 充電、電極除去、分解をしない

・ 加熱、焼却をしない。

・ 電池は水にぬらさない

・ 子供が飲み込んだりしないように、十分注意する

・ リチウム電池を廃棄する場合は、地方自治体の条例、または規制に従

ってください。

・ バッテリの極性（＋、－）を正しく取り付けること。間違えると発熱、

破裂、発火などの危険があります。
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3.VessA3340 セットアップガイド

3-1.開梱

ベゼルを通して見える LED           安全管状パネルロック

図ベゼル安全カバーを付けた Vess A3340 の正面図

Vess A3340 は施錠可能なフロント安全カバーを装着するできます。ハードディスクドライブキャ

リアにアクセスするには、このカバーを外す必要があります。管状キーを使ってこのカバーをロ

ックおよびロック解除します。

パネルには電源ボタン、各種 LED、USB ポート、および、管状ロックが含まれています。

電源ボタン    LED    USB ポート                  ドライブキャリア

USB 3.0 ポート 2 個         ドライブ 3.5 インチキャリア

図ベゼルを取り外した状態の前部

「フロントパネルの概要」にある LED インジケータの説明を参照してください。
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図 Vess A3340 背面図

Vess A3340 のリアパネルには、システム管理、IP カメラ接続ポート、高性能監視ネットワークお

よびデータストレージネットワークに対するネットワークポートが搭載されています。また、こ

こには各種ビデオおよびオーディオポート、USB 2.0、および、USB 3.0 ポート、ならびに電源接

続用パワーインサートも装備されています。

Vess A3340d は、ホットスワップ可能なデュアルの電源装置を備えています。

図 Vess A3340d 背面図

PSU ファン システムファン
S/PDIF 出力

USB ポート

オーディオ

入力 /出力
ディスプレイポート

電源ソケット

ギガビットイーサネットポート

HDMI ポート

VGA ポート

USB ポート
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3-2.Vess A3340 のラックマウントキット（オプション）

ラックマウントキットはオプション製品のため、別途ご購入ください。

ここでの手順は全ての Vess A3340 Series 2U フォームファクターモデルに適用されます。

注意

● Vess A3340 本体を前面のイヤーブラケットにあるハンドルだけで持ち上

げたり運んだりしないでください。システム自体を持ってください。

● サブシステムを支持するためのレールのないラックに、Vess A3340 ユニッ

トを取り付けないでください。

● 取り付け手順を熟知した資格のある技術者以外は、Vess A3340 ユニット

を取り付けおよび設置しないでください。

● 適切なネジとフランジナットを使用して、レールをラックに取り付け、レール

の両端で完全に締め付けます。

● 指示どおりにネジで取り付けてない場合は、レールに負荷を掛けないでく

ださい。

● 正しくイ ンス トールされた Vess A3340 ユニッ トの専用レ ールは、

VessA3340 ユニットの安全性をサポートするように設計されました。レー

ルにそれ以上の負荷を掛けることはユーザーの責任で行ってください。

● 取り付けレールは、手順通りに設置された場合にのみ Vess A3340 ユニッ

トに対応します。

Vess A3340 は、19"装置ラックに設置します。正しいタイプのラックが使用されているか、当セ

クションの挿絵をよくご確認ください。

システムをラックに設置するには、まず装置前面にイヤーブラケットを取り付けてください。そ

れからラックにスライド式レールシステムを設置します。最後に装置をスライド式レールに置き、

ラックに固定します。ネジと固定金具は、スライド式レールまたは Vess A3340 に付属の物のみ、

使用してください。この手順は以下の内容に記述および図示されています。

イヤーブラケットの前部への取り付け

Vess A3340 には左側および右側用の 2個のイヤーブラケットが同梱されています。これらのイヤ

ーブラケットは装置ハウジングの前側に取り付けます。ブラケットをしっかりと装着し、ユニッ

トをスライドレールシステムに正しく取り付けると、これらのハンドルを使用して装置をラック

システムに対して押し入たり引き出すことができます。同時に、スライドレールは装置重量を支

えます。イヤーブラケットに付いているハンドルを使って Vess A3340 を持ち上げたり支えたり

「しないでください」。
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左側イヤーブラケット   右側イヤーブラケット

およびハンドル      およびハンドル

図装置に同梱されたイヤーブラケット

各イヤーブラケットを装置ハウジングのそれぞれの側の前部に取り付け、付属のネジで固定しま

す。ハンドルは装置の前方向に突き出ている必要があります。下図の例は右側を示しています。

図イヤーブラケットを装置ハウジングに固定する - 右側

注意

Vess A3340 本体を前面のイヤーブラケットにあるハンドルだけで持ち上げたり
運んだりしないでください。

ラックへのスライドレールの取り付けおよび装置の配置

以下の手順に従ってラックシステムにスライドレールを取り付け、Vess A3340 をレールに配置し

て、装置をラックに固定します。

1.ラックに 2U エンクロージャを配置する高さを決め、右および左ラックレールを同じ高さで右

および左位置に配置します。使用するラックシステムに応じて取り付け穴を選択します。各前部
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ポストには穴が 3 つ開いていなければなりません。3 つの穴のうちの一番上はフランジナット用

に使用して、エンクロージャをラックポストに固定します。   必要に応じて固定レールの長さを

調整します。

図ラックで使用する穴を決める

スライドレールの各端にはレバーが付いていて、ラックポストをグリップするロック機構を作動

させます。

図リリースレバー (左後) をロックする

2.レールをラックポストに固定します。ラックでラックレールが正しい方向を向いていることを

確認してください。
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図レバーを押してロックを解除します(右前)

3.レールをラックポストに設置して固定するには下記の手順に従います：

a. バネロックを押してラックポストに開いた選択した方形穴にスタッドを挿入しま

す。

b. レールの他端のバネロックを押して、ラックポストに開いた選択した取り付け穴に

スタッドを挿入します。必要に応じて、レールをポストに届くように延長します。

c. レールネジとワッシャを使って、ラックのレールをポストに固定します。

d. 他のレールについて上記 a～c の手順を実行します。

e. ラックレールが揃っており、しっかりと安定していて、所定の位置にあることを確

認します。

図ポストに固定されたレール左後部
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4.取り付け金具類に付いている取り付けネジを使ってエンクロージャをラックに固定します。

図ラックに固定されレールシステムに配置された Vess A3340 の正面図

3-3.安全カバーを外す方法

1.管状キーを使ってこのカバーをロックおよびロック解除します。反時計回りに回すとロックが

解除されます。

図 11.安全カバーをロック解除します

図安全カバーを開ける

2.カバーを右に約 4 mm スライドさせます。

図安全カバーをスライドさせます

3.カバーを直接引いて外します。カバーは落とさないようご注意ください。

1. 

2. 

1. ロック解除

2
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図カバーを引いて外す

3-4.ドライブキャリアの取り外しと取り付け

以下の指示は、Vess A3340 システムで使用するために設計された全タイプのドライブキャリアに

適用されます。

図ドライブキャリア

3-5.必要なドライブ数

下表には、各 RAID レベルで必要なドライブ数を示します

レベル ドライブ数 レベル ドライブ数

RAID 0 1 以上 RAID 6 4 ~ 32 台

RAID 1 2 のみ RAID 10 4 以上*

RAID 1E 2 以上 RAID 30 6 以上

RAID 3 3 ~ 32 台 RAID 50 6 以上

RAID 5 3 ~ 32 台 RAID 60 8 以上

*ドライブ数は偶数でなければなりません。

3. 引

3. 引く

中心を押してドライブキャリアを空のド

ライブベイに挿入します。

ラッチを解除し、ハンドルを

つかんで真っ直ぐに引き出し

ます。

ハードディスクドライブを装

着したキャリアを外すか挿入

するときは、空いている手を

下に添えて、キャリアを落と

さないようにしてください。
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3-6.ドライブスロットの番号付け

下図には Vess A3340 におけるドライブスロットに対する番号の付け方を示します。

スロットの番号付けはウェブマネージャ GUI および CLI/CLU ユーザーインタフェースに反映さ

れます。

図 Vess A3340/A3340d 用のドライブスロットの番号付け

3-7.管理接続

このセクションでは、Vess A3340 システムとの管理接続を確立する方法について説明します。装

置の管理に使用する物理接続を確立するには 2 つの方法があります。Vess A3340 は IP ネット

ワークを介して遠隔で管理できます。また、モニタを VGA、HDMI またはディスプレイポートに接

続し、USB キーボードを接続して、装置との直接接続を介して初期セットアップ構成を管理する

ことができます。本クイックスタートガイドでは、2 番目の選択肢であるモニタとキーボードで

装置に接続する方法のみを説明しています。監視およびデータネットワーク経由での遠隔管理に

ついては、『Vess A-Series NVR Storage Appliance Vess A3340s Vess A3340d Product Manual』

を参照してください。

3-8.管理パス－オンサイトのキーボードおよびモニタ

USB キーボードおよび VGA、ディスプレイポートまたは HDMI モニタを使って直接にアウトオブ

バンド接続を確立して、管理ソフトウェアにアクセスすることも可能です。VGA、ディスプレイポ

ート、HDMI および USB ポートは Vess A3340 の背面にあります。VGA、ディスプレイポートまた

は HDMI モニタを適合するビデオモニタポートに接続し、USB キーボードをリアパネルの USB ポ

ートの 1 つに接続します。

直接接続したキーボード、および、モニタによるコマンドラインインタフェース (CLI) 管理に関

して、コマンド一覧、使用およびログイン情報については『Vess A-Series NVR Storage Appliance 

Vess A3340s Vess A3340d Product Manual』を参照してください。



10

図 Vess A3340 後部パネルのビデオモニタ接続および USB ポート

3-9.管理パス－ネットワーク接続

ネットワーク接続用のリアパネルに装備されたギガビットイーサネット RJ-45 ポートは、システ

ム管理者が使用するサブネットに物理的、および、論理的に接続する必要があります。これらの

ポートは下記用途にも使用されます

管理パスを確立するには：

1. イーサネットケーブルの一端を、ホスト PC のネットワークコネクタまたは標準

NIC に接続します。

イーサネットケーブルの他端をシステム管理者のために使用されるサブネット

上の標準ネットワークスイッチにおけるポートの 1つに接続します。

2. イーサネットケーブルの一端をシステム管理者のために使用される同じネット

ワークスイッチまたはサブネット上のポートの 1 つに接続します。

イーサネットケーブルの他端を Vess A3340 の背面に付いているギガビットポ－

トの 1 つに接続します。

複数の Vess A3340 システム、ホスト PC またはサーバーがある場合は、必要に

応じて手順 1、および、2 を繰り返します。

3. Vess A3340 に接続して、その基本設定を構成する方法についての指示に従って

ください。

初期セットアップのためにネットワーク接続を確立する必要はないことに注意

VGA ポート

VGA モニタに接

続します
HDMI ポート

HDMI モニタに接

続します

ディスプレイポート

ディスプレイポートモニタに

接続

USB ポート

2 つの USB 2.0 ポートと 4 つの USB 3.0 ポート、キーボードに接続
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してください。装置に直接接続されたキーボードとコネクタを使用して、ウェ

ブベースの管理インタフェースにアクセスできます。

図 Vess A3340 後部パネルのギガビットポート

3-10.電源の接続

電源コンセントに電源ケーブルを挿し、PSU を適切な供給電源に接続します。製品に同梱された

ケーブルタイで電源ケーブルを固定できます。この目的のために開けられている穴を通してケー

ブルタイを装置ハウジング後部に固定します。

Vess A3340 システムの電源投入

電源が接続されると、システムの電源をオンにすることができます。

Vess A3340 システムの電源を入れるには、フロントパネルの左上にある電源ボタンを押します。

フロントパネル上の LED を見て、起動処理が円滑に進行していることを確認してください。

リアパネルに装備されたギガビットポート
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図リアパネルに付いている電源およびシステムファン

3-11.フロントパネルの概要

Vess A3340 前部に付いている LED インジケータについて示します。

図フロント LED インジケータ

電源 システムファン
電源コンセント

電源 ファン

ネットワー

クリンク/

アクティビ

ティ

グローバル

RAID HDD 状態

システム・ステータス 記録中 HDD アクティビティ OPAS USB
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起動が完了したら、フロントパネル上の LED を見て、システムが正しく機能していることを確認

します。

LED 説明

電源 青く点灯してシステム電源がオン状態にあることを示します。

システム・ステータス 正常な状態では緑色に点灯し、重大な問題(LD オフライン、フ

ァン故障、範囲外の電圧、システム過熱警告)があると赤く点灯、

使用不可で  は点灯しません。

ファン・ステータス 健全な状態では緑に点灯し、赤は CPU モジュールのファンが正

常範囲で運転していないことを表し、オレンジは CPU ファンモ

ジュールが存在しないことを表します。

記録中 赤はアプリケーション実行中を示します。

ネットワークリンク/アクティビティ 各 1000BASE-T LAN ポートに 1 つの LED。青は正しいリンクを

示し、青の点滅はポートのアクティビティを示します。

グローバル RAID ステータス 健全な状態では緑に点灯し、いずれかの RAID ボリュームがオ

フラインの場合は赤く点灯、いずれかの論理ドライブに重大な

問題がある場  合はオレンジに点灯します。

グローバル HDDアクティビティ ドライブにアクセス中は青く点滅し、ドライブへのアクセスが

ない場合は点灯しません。

HDD 状態 正常な状態では緑色に点灯し、 いずれかの RAID メンバーがオ

フラインまたは物理ディスクエラーがあるときは赤く点灯、オ

レンジはドライブがリビルド中であることを示し、点灯しない

LED はドライブがインストールされていないか構成されていな

いことを表します。

OPAS USB OPAS 装置(USB ディスク)が検知されると緑に点灯、OPAS 操作

が失敗すると赤く点灯、OPAS 動作が進行中は緑に点滅します。

3-12.オペレーティングシステム GUI へのアクセス

Vess A3340 にインストールされたオペレーティングシステムのグラフィカルユーザーインタフェ

ースにアクセスするには、いずれかの USB ポートに USB キーボードを接続し、モニタをVGA ま

たは HDMI ポートに接続します。
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図 Windows 7 デスクトップ上のクイックリンク例

3-13.Windows へのログイン

初期インストールの場合、システム起動後に各種オプションを選択して OSのセットアップを完了

させる必要があります。デフォルトの言語およびその他ユーザーインタフェース設定を行うよう

促されます。画面の指示に従って設定の選択を行い、管理者用のユーザー名およびパスワードを

設定します。これらの最終設定を行うと、デスクトップが表示されます。

OS のタイムゾーンは(UTC+08:00)台北になっていますので必要に応じて変更をお願いします。

2つのクイックリンクアイコンが表示されます。１つのリンクは WebPAM PROe へのウェブブラウ

ザ接続、もう一つはユーザー文書が含まれるファイルへのリンクです。

Vessドキュメント

管理 GUI リンク
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図 Windows デスクトップ上のクイックリンク

3-14.WebPAMPROe

WebPAM PROe の設定は以下の操作から成ります。

・WebPAM PROe へのログイン

・言語選択

・WebPAM PROe からのログアウト

WebPAM PROe へのログイン

デスクトップの WebPAM PROe リンクアイコンをダブルクリックすると、デフォルトのブラウザが

起動され、ログインページが表示されます。

ログイン画面が表示されたら：

・[User Name (ユーザー名)]フィールドに administrator を入力します。

・[Password (パスワード)]フィールドに password を入力します。

パスワードの変更が表示された場合は新しいパスワードに変更をお願い致します。

・Login (ログイン)ボタンをクリックします。

・ユーザー名およびパスワードでは、大文字と小文字が区別されます。
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サインイン後、WebPAM PROe の開始画面が表示されます。エンクロージャに未構成の物理ドライ

ブが存在する場合、Array Configuration (アレイ構成)メニューも表示されます。

ログイン画面をブックマーク(Firefox)またはお気に入り(Internet Explorer)に登録しておけば、次回

容易にアクセスできます。

言語選択

WebPAM PROe は、英語、ドイツ語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ロシア語、日本語、

韓国語、繁体字中国語、および簡体字中国語で表示されます。言語の選択はログイン画面または、

ログイン後の WebPAM PROe メニューヘッダーから行えます。

1. ログイン画面のメニューヘッダーからインタフェースに使用する Language (言語)を選択し

ます。

2. ご使用したい言語をクリックします。WebPAM PROeのユーザーインタフェースが選択した言

語で表示されます。

図 WebPAM PROe インタフェースに使用する「Language (言語)」を選択

WebPAM PROe からのログアウト

WebPAM PROe からのログアウト方法は 2通りあります：

・ブラウザウィンドウを閉じます

・WebPAM PROe バナーの Logout (ログアウト)をクリックします

Logout (ログアウト)をクリックすると、ログイン画面に戻ります。ログアウトした後に再びログ
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インするには、ユーザーネームとパスワードを入力する必要があります。

3-15.システムのシャットダウン

システムをシャットダウンするには、使用されるオペレーティングシステムの通常のシャットダ

ウン手順に従います。
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